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令和５年度がスタートしました！ 
 新学期の園庭は、子どもたちにとってホッと落ち着ける場所です。仲良しだった友だちと再会したり、遊び慣

れた場所で遊んだり、『よりみちはらっぱ』をお散歩したり、何となく砂や泥に触れたりしていると徐々に気持ち

が落ち着いてくるようです。泣いていた新入園児も外遊びの様子を見ていたら不意に体が動き出し、花びらを拾

い集めてにっこりと笑顔に。みんなの緊張した表情が自然と和らいでいくのを感じています。 

バーチャルの世界が身近な子どもにとって、外遊びの重要性を強く感じ、園庭の環境について考え始めて７年

目の今年。保護者の皆さんと共に活動する園庭プロジェクトも軌道に乗り始め、今年はまた新たなことにも挑戦

していこうと考えています。園庭で遊ぶ子どもの様子や私たちの気づきなどをおたよりや SNS を通じてお伝え

していきます。是非、ご覧ください。 

 私たちが目指すのは、保育者の指示で体を動かしたり、ただ走り回るだけ 

の運動場ではなく、自ら遊び出し、思い切り体も頭も心も動かせる園庭です。 

園庭とは文字通り園の庭であり、次の５つの環境を整えたいと考えています。 

１，挑戦できる環境 

２，存分に試すことができる・変化を感じることができる環境 

３，かかわりあって作りだせる環境 

４，力を出しきれる・発散できる環境 

５，ほっとできる・一息つける環境 

幼稚園は公園とは違います。毎日過ごす幼稚園だからこそ、カラフルな見た目で惹きつけたり、遊び方が決まっ

ている遊具ではなく、子どもが自ら遊びを見つけ出す環境を整えたいと思っているのです。 

子どもに大人が本気で取り組んでいる姿を見せることは大事な

ことだと実感しています。一緒に活動している子どもの真剣な表

情をご覧ください。どの子も集中して取り組んでいるでしょう。

大人と同じ道具を扱えることで、一人の人間として認められた気

持ちになるのでしょう。また、大人も期待を持って取り組んでい

るから、子どもも真剣になる。大人も子どもも活動後の晴れ晴れ

とした表情が印象的でした。 

古くなり、廃棄する予定だ

った木琴の鍵盤を再利用。子

どもたちの柔軟な発想で可愛

らしいオブジェに仕上がりま

した。園内のいろいろな場所

に取り付けてありますので、

探してみてくださいね。 

遊具の配置には、とても気を使います。

子どもは大人が予想しないことをして遊

び始めるからです。「こっちに飛び移らな

い？」「飛び下りた先は大丈夫？」必要の

ないケガはさせないよう、大人が想像力

を働かせて場を整えていきました。 

途中でとどめておくことの意味 

 今回、基地として作った小屋は、壁のない屋根と骨組みだけのものにとどま

りました。私たち大人のイメージはかなり具体的に膨らんでいましたが、完成

させてしまってはこれでおしまい。途中でとどまらせておくことで子どもの自

由な発想を引き出し、工夫する力を育むことにつながります。今後、どんなふ

うに活用されるかな？どう改造していこうかな？途中がゆえにみんなのワク

ワクは、この先も続いていくでしょう。 

在園児から花の種や苗を

いただきました。園庭プロジ

ェクトへの参加の仕方もい

ろいろです。皆さんのご協力

に感謝いたします。 

今年度の園庭プロジェクトの日程は、次の通りです。 

５月 19日（金）/11月 3日（金）/3月 22日（金）・23日（土） 

５月園庭プロジェクトへの参加申し込み用紙を配布いたしました。 

皆さんのご参加をお待ちしています！ 

穴掘りしたい人は、 

合羽を着て園庭に集合！ 

土壌改良の作業もしま

した。雨降りの園庭作業

も楽しかったですね。 

ドキドキ ワクワク 基地作り 

やりたい作業を求めて、自ら動く 

改造前の園庭 


